
75校 (66.4%) 78校 (69.0%)  

38校 (33.6%) 35校 (31.0%)  

 

72校 (63.7%)

 3校 (2.7%)

  6校 (5.3%)

32校 (28.3%)

学校名 数学 英語 学校名 数学 英語 学校名 数学 英語
府立 北野 B B 府立 西寝屋川 A A  府立 生野 B B  
府立 東淀川 A A 府立 北かわち皐が丘 A A 府立 大塚 A A
府立 北淀 A A 府立 枚方 B B  府立 柏原東 A A  
府立 西淀川 A A 府立 長尾 A A  府立 河南 A A  
府立 池田 B B 府立 牧野 B B  府立 富田林 B B  
府立 渋谷 A A 府立 香里丘 B B  府立 金剛 A A  
府立 池田北 A A 府立 枚方津田 A A  府立 懐風館 A A  
府立 豊中 B B 府立 枚方なぎさ A A  府立 長野 A A  
府立 桜塚 B B 府立 守口東 A A  府立 長野北 A A  
府立 豊島 A A 府立 門真西 A A 府立 藤井寺 B A
府立 刀根山 B A 府立 門真なみはや A A  府立 狭山 B A  
府立 箕面 B B 府立 野崎 A A  府立 美原 A A  
府立 春日丘 B B 府立 緑風冠 A A  東大阪市立 日新 A A  
府立 茨木 B B 府立 交野 A A  府立 登美丘 A A  
府立 茨木西 A A 大阪市立 東 B B  府立 泉陽 B B  
府立 福井 A A 大阪市立 桜宮 A A 府立 三国丘 B B
府立 北摂つばさ A A 大阪市立 汎愛 A A 府立 金岡 A A
府立 吹田 A A 大阪市立 A B  府立 東百舌鳥 A A  
府立 吹田東 A A 府立 清水谷 B B  府立 堺西 A A  
府立 北千里 B B 府立 高津 B B  府立 福泉 A A  
府立 山田 B A 府立 夕陽丘 A B  府立 堺上 A A  
府立 三島 B A 府立 勝山 A A  府立 成美 A A  
府立 高槻北 B B 府立 西成 A A  府立 泉大津 A A  
府立 芥川 A A 府立 天王寺 B B  府立 伯太 A A  
府立 阿武野 A A 府立 阿倍野 B B  府立 信太 A A  
府立 大冠 A A 府立 東住吉 B A 府立 高石 A A  
府立 摂津 A A 府立 平野 A A  府立 和泉 B B  
府立 島本 A A 府立 阪南 A A  府立 岸和田 B B  
府立 大手前 B B 府立 布施 B B  府立 久米田 A A  
府立 旭 B B 府立 花園 A A  府立 佐野 B B  
府立 茨田 A A 府立 布施北 A A  府立 日根野 A B  
府立 港 A A 府立 かわち野 A A  府立 貝塚南 A A  
府立 泉尾 A A 府立 みどり清朋 A A  府立 りんくう翔南 A A  
府立 大正 A A 府立 山本 B B 府立 泉鳥取 A A
府立 四條畷 B B 府立 八尾 B B  府立 岬 A A  
府立 寝屋川 B B 府立 八尾翠翔 B B   
           

○ 多部制単位制Ⅰ部、Ⅱ部   
学校名 数学 英語 学校名 数学 英語  学校名 数学 英語

府立 咲洲 A A 府立 箕面東 A A 府立 東住吉総合 A A
府立 桃谷 A A 府立 成城 A A 府立 和泉総合 A A

 (注１) は、普通科総合選択制の学校であり，平成23年度選抜から後期選抜で実施した。

 (注２) は、平成23年度選抜で前年度と異なった問題選択を行ったことを示す。
なお、平成22年度選抜におけるＡ，Ｂ選択問題の特徴は以下のとおりである。
数学Ａ

数学Ｂ

英語Ａ

英語Ｂ

○ 全日制普通科

数学でA、英語でBを選択した学校

数学でB、英語でAを選択した学校

数学でB、英語でBを選択した学校

：まとまった内容の英文を話の流れに沿って読み取る力や自分の考えを英語で表現する力をみる設問を中心に出
 題している。

：「数と式」や「数量関係」についての技能、空間図形の性質を考察する力や図形の計量に関する力をみる設問
 を中心に出題している。

：文法・語彙などに関する設問や英文を読解する力をみる設問を中心に出題している。

 数学A：「数と式」や「数量関係」についての技能、空間図形の性質を考察する
         力や図形の計量に関する力をみる設問を中心に出題している。
 数学B：数学的な見方や考え方を活用する力をみる設問、空間図形を的確に把握
         する力や図形の計量に関して論理的に考えたり表現したりする力をみる
         設問を中心に出題している。
 英語A：文法・語彙などに関する設問や英文を読解する力をみる設問を中心に出
         題している。
 英語B：まとまった内容の英文を話の流れに沿って読み取る力や自分の考えを英
         語で表現する力をみる設問を中心に出題している。

：数学的な見方や考え方を活用する力をみる設問、空間図形を的確に把握する力や図形の計量に関して論理的に
 考えたり表現したりする力をみる設問を中心に出題している。

 全日制普通科及び多部制単位制Ⅰ部、Ⅱ部における
 数学、英語の問題の選択状況

平成23年度後期入学者選抜

数学でA、英語でAを選択した学校 ○数学・英語におけるＡ，Ｂ選択問題の特徴

数学でBを選択した学校

数学でAを選択した学校 英語でAを選択した学校

英語でBを選択した学校
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